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【序章】 
 第１節では本論の目的を示した。本論の目的は、中国新石器時代の太行山脈を中心とす
る環太行山脈地区における地域間交流を土器の分析から明らかにし、新石器時代末期後葉
に土器様式の類似性から定義できるようになる環太行山脈地区文化圏の形成過程を解明す
る点にある。さらに、土器の伝播から明らかにする地域間交流の背景についても、ヒトの
移住や土器の機能性などの視点から自らの見解を提示することも目的とする。 
第２節では本論の目的に関わる研究史をまとめ、問題点を抽出した。また、第３節では、
その問題点を解決し、本論の目的を達成するための分析に用いた資料と研究の手順につい
て述べた。第１章以降で具体的に述べるが、本論の研究手順として、まず太行山脈周辺に
位置する地域に対し環太行山脈地区という呼称を定義し、その地域区分を行った。そして、
地域ごとに土器編年を構築し、さらに土器様式や型式の類似性から広域編年を組んで交流
関係を把握することにより、環太行山脈地区文化圏の形成過程を明らかにした。次に、土
器の伝播形態や実験的な手法を通した土器の機能性の問題、さらに陶鈴の分析から、環太
行山脈地区文化圏形成の背景にまで言及した。そして、以上の分析の結果をまとめること
で結論を導いた。 
 
【第１章】地域区分と時期区分 
第１節では、環太行山脈地区の広域編年を組むにあたり、その基礎となる地域編年を構
築するために環太行山脈地区の地域区分を行った。その結果、環太行山脈地区を西側の山
西、北側の内蒙古中南部、東側の河北の３地域に区分した。 
さらに、第２節では中国考古学の現状を考慮しながら、新石器時代の時期区分について
筆者の認識を述べた。そして、新石器時代は前・中・後・末期の４期に区分することが適
当であるとした。 
 
【第２章】環太行山脈地区の自然地形と気候 
 第２章では、第１節で中国の地理的環境について触れ、その中における環太行山脈地区
の位置付けを明確にした。太行山脈はちょうど第２級階梯と第３級階梯の境界となってお
り、西側の黄土高原と東側の河北平原、そして北側の黄土高原や平野、砂漠地帯が入り混
じる地域に分かれ、さらに水系からもそれらの地域を区分することができるとした。さら
に、地形や古典籍などから太行山脈の東西をつなぐルートを示し、その交流の可能性に言
及した。つまり、太行山脈を直接東西に抜けるルートの存在から、新石器時代における交
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流ルートを推測できるのではないかと考えた。 
第２節では現在の気候についてまとめた。そして、新石器時代末期後葉に環太行山脈地
区文化圏として一定のまとまりをもつ地域でも、気候については南北で西北内陸部乾燥気
候と東部季節風気候に大きく分けられることを明確にした。 
そして第３節では、環太行山脈地区における土器動態と気候の関係を確認することを一
つの目的として、新石器時代の気候を花粉と動物遺体から復元した。考古遺物は過去の人
間生活の痕跡であり、新石器時代という現在よりも周辺環境への依存度が高かった時期に
は、気候変化の影響をより強く受けたと考えられる。したがって、具体的な考古遺物から
過去の人間の行動を復元する前提として、本節では古気候について論じた。結論としては
新石器時代中期以前、つまり広域第１期以前は不安定な中にも温暖化が進む状況が看取で
きるが、BC5000－BC3000に相当する新石器時代後期前葉から後期後葉あるいは末期前葉
までは極めて温暖な気候へと転換する。その後の新石器時代末期の広域第５期併行期には、
反対に寒冷乾燥化した気候を復元することができた。 
 
【第３章】環太行山脈地区の土器編年と交流関係 
 第３章では、環太行山脈地区を構成する地域ごとに土器編年を構築し、それらの併行関
係を把握することで環太行山脈地区の広域編年を組んだ。そして時期ごとの土器動態を追
うことで、環太行山脈地区文化圏の形成過程を明らかにした。 
まず第１節では、土器分析を行うための用語の定義と研究方法を示した。 
第２節では太行山脈西側に位置する山西の土器編年について論じた。その結果、山西の
新石器時代を５期 12段に区分し、東西を山脈に挟まれる地理的要因から南北方向の交流が
頻繁に見られることを明らかにした。さらに、山西第Ⅱ期を頂点としてそれ以降に地域間
交流が減尐に向かうが、その後も一定の交流は見られ、その交流ネットワークを通じて第
Ⅴ期に鬲Ⅰ・Ⅱ、斝Ⅱなどを受容して環太行山脈地区文化圏に組み込まれるとした。ただ
し、土器様式から見れば山西第Ⅱ期のような完全なセット関係を有していないため、ヒト
の移住などは伴わないのではないかと推測した。 
第３節では太行山脈北側の内蒙古中南部の分析を行った。内蒙古中南部は自然地形や水
系などから、さらに岱海・黄旗海地区、黄河両岸地区、陰山地区の三つの小地区に区分で
きる。これらの地域は特定の時期に異なる土器様式を示すため、まずは小地区ごとに土器
編年を構築し、そのうえで３地区間の併行関係を明らかにした。その結果、内蒙古中南部
の新石器時代は、５期 15段に区分することができた。また、その過程において研究史で問
題点として指摘されてきた、いわゆる阿善三期文化、老虎山文化、永興店文化の併行関係
を明らかにし、紅台坡下遺跡などの年代観についても自らの見解を提示した。さらに、内
蒙古中南部で最も重要な点として、岱海・黄旗海地区で内蒙古中南部第４期後葉において
鬲が出現したことを挙げた。そして、この空三足器の鬲が中国で最も早く出現したとし、
それらが山西や河北に広く伝播していくと考えた。また、土器から見た内蒙古中南部の特
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徴について、内蒙古中南部第３期以前は一方的に外部の影響を受容するが、第４期になる
と独自の土器様式を発展させるようになり、第５期には外部からの影響を独自に発展させ
て創出した鬲などの空三足器が他地域へと影響を及ぼし始めたと理解し、これが環太行山
脈地区文化圏の形成に大きな影響を及ぼしたと考えた。 
第４節では、河北の土器について分析を加え、土器編年を５期 11段に区分した。そして、
河北は周辺地域の影響を受容し続けて土器様式を形成してきた受動的な地域であったと考
えた。特に東北地方や河南あるいは山東の影響がよく見られ、それらのバランス関係が土
器様式を決定する主要な要因となっていた。さらに、河北第Ⅳ期の後には一定の空白期間
があり、その後の第Ⅴ期に鬲Ⅰ・Ⅲ・ⅣAなどの空三足器が出現する。これを指標に河北も
環太行山脈地区文化圏に組み入れることができると考えた。ただし、その背景には土器様
式の根本的な転換などは見られないため、第Ⅳ期からの在地のヒトによる土器製作が想定
できるとした。 
第５節では以上の各地区の編年を統合し、環太行山脈地区の広域編年を６期に区分した。
そして、各時期には太行山脈の南北方向や東西方向の交流が見られるが、時期を経るごと
に交流ルートが多様となり、特に広域第３期や第４期には太行山脈を直接抜けるような交
流が存在したと指摘した。そして、結論としてこのような各時期における交流ルートの開
拓という経験を経て、最終的に広域第６期における鬲をはじめとした空三足器の広範囲に
及ぶ伝播が達成され、環太行山脈地区文化圏が成立したと考えた。 
 
【第４章】環太行山脈地区文化圏形成の背景 
 第４章では、環太行山脈地区文化圏形成の指標となる土器、特に鬲をはじめとする空三
足器の動態に注目し、それらの分析を通して環太行山脈地区文化圏形成の背景を考察した。
さらに土器以外の遺物、つまり陶鈴からも環太行山脈地区文化圏を再確認し、土器から推
測した背景のクロスチェックを行った。 
第１節では、土器の中でも空三足器に対象資料を絞り、その伝播形態から環太行山脈地
区における空三足器の広がりについて論じた。そして環太行山脈地区文化圏を形成した空
三足器の広がりは、二つに分けた伝播のパターンのうち、形態とその他の要素すべてに地
域性が見られるパターンに属し、隣接する二つ三つの地区が一つか二つの形式を共有し、
さらに独自の形式を加えて漸移的な変化を示す状況が看取できた。それに加え、空三足器
が他の形式とセット関係をもって伝播しない点や、各地区の鬲などに若干の形態的差異が
見られる点などを合わせて考えると、伝播の背景には直接的なヒトの移住ではなく土器製
作に関する情報の伝播があると考えた。 
第２節では、第１節で明らかにした空三足器拡散の背景にある情報の伝播について、熱
効率という視点に注目して実験考古学的手法を用いながら論じた。その結果、鼎との比較
では明らかに鬲の方が熱効率が高く、煮沸器としてより機能的に優位であることが分かっ
た。また、遺跡から検出される炭化種子から新石器時代末期の陶寺遺跡では燃料として黍
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亜種などの草本を使用したことが分かっており、当時の寒冷な気候や長期居住などを合わ
せて考えると、燃料に木材を多用できないような状況が想定できた。鬲の熱効率が高いと
いうことは尐ない燃料で煮沸ができることを示すため、燃料と鬲の熱効率の関係は非常に
整合性が高く、この点からも新石器時代末期に鬲をはじめとした空三足器が広く伝播した
理由の一つが分かると考えた。 
第３節では陶鈴を通して環太行山脈地区文化圏の位置付けを新たな角度から検討した。
その結果、陶鈴は中原系や北方系などに分けることができるが、特に内蒙古中南部に起源
すると考えられる北方系の陶鈴は、空三足器よりも若干早い段階で内蒙古中南部から太行
山脈西側を主に南下して分布を広げたことが分かった。その後、新石器時代末期後葉、つ
まり広域第６期段階になって太行山脈東側でも出土するようになる。この北方系の陶鈴の
分布範囲は空三足器のそれと重なり、さらに伝播の方向までも共通することから、やはり
環太行山脈地区文化圏の内部には一定の緊密な交流があったと考えた。また、内蒙古中南
部と山西では陶鈴の出土状況が一部異なるため、使用方法まで共通するような伝播ではな
く、尐なくともヒトの移住などは伴わないと考えた。 
そして第４節では第４章をまとめ、環太行山脈地区文化圏形成の主要因である鬲をはじ
めとした空三足器伝播の背景には鬲に関する情報の広がりがあり、その一つとして空三足
器の熱効率の高さが挙げられると指摘した。そして、新石器時代以来、次第に増加した交
流ネットワークを通してこれらの情報が広がり、環太行山脈地区文化圏が形成されたと考
えた。 
 
【終章】 
 終章では、第１節でここまで論じた内容をまとめ、第２節では一つの歴史としての流れ
を形作る作業を行った。そして、第３節では環太行山脈地区文化圏の新石器時代以後につ
いて述べた。以下、主に第２節と第３節をまとめることで、本論の結論を示す。 
環太行山脈地区では新石器時代前期に河北を中心とする地域で土器を出土する遺跡が出
現する。その後の広域第１期においても山西や内蒙古中南部では遺跡が確認されておらず、
やはり河北で東北地方と深い関係をもつ盂を煮沸器とする土器様式が見られるだけであっ
た。第２章第３節で明らかにしたように、新石器時代中期段階はいまだ気候が安定せず、
低温な気候を示す花粉や動物遺体が確認されている。このような不安定な気候は、東北の
平底土器につながる土器様式が河北にまで分布した要因の一つであったと考えた。 
 広域第２期になると気候も次第に温暖へと安定し始め、それに伴い河北で出土した東北
系の土器様式が見られなくなる。そして、山東の後李文化に起源する無文の釜や口縁部に
紅色彩帯を施す鉢などの土器が、河北で出土するようになる。さらにそれらの土器群は河
北東北部の灤河流域や内蒙古中南部にまで分布を広げる。また、太行山脈を越えた山西ま
で無文土器が見られる。ただし、煮沸器には深腹罐を採用しているため、部分的な影響で
あったことが分かる。このように当該期に初めて環太行山脈地区が共通の要素で結ばれた
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間接的な交流圏として成立すると考えた。 
 そして広域第３期には、いわゆる廟底溝文化の拡散という一つの画期がやってくる。山
西第Ⅰ期の土器を基礎に半坡文化の影響を受容して成立した廟底溝文化が山西南部から各
地に伝播し、環太行山脈地区でも内蒙古中南部で見られるようになる。土器のセット関係
をもった伝播と住居址などの共通性から、その背景には確実にヒトの移住が存在した。こ
こで重要なのが、当該期と気候の温暖化最盛期が重複する点である。このような良好な気
候に裏打ちされた環境のもとで、活発な交流関係が生じた可能性もあろう。ただ、太行山
脈が障壁となり、河北には部分的な影響しか及ぼさない。しかし、その一部は太行山脈を
東西に抜けるルートの要衝である「太行八径」のいくつかを通り、河北で釣魚台類型とし
て出土する。これらが河北第Ⅳ期として成立する土器様式の形成に大きな影響を与えると
考えた。当該期は環太行山脈地区文化圏が形成される以前に、最も共通性が高まった段階
である。そして太行山脈を東西に抜けるルートが開拓された重要な時期であるといえよう。 
 広域第４期には一転して廟底溝文化の交流ネットワークが崩壊し、各地区が独自化の道
を歩み始める。特に河北は、空三足器の分布からも明らかなように極めて閉鎖的な山東と、
交流の障壁となる太行山脈に東西を挟まれているため、一貫して独自色の強い土器様式を
醸成する。ただし、内蒙古の特に岱海・黄旗海地区は東北地方との東西方向の交流を開始
し、黄河両岸地区については尖底瓶の型式変化からも分かるように、山西とともに黄河中
流域と恒常的かつ部分的な交流を行っていた。広域第３期に開拓された太行山脈を東西に
抜けるルートも、山西の広い地域で河北の彩陶が見られることから、部分的な文化要素の
交流は続いていた。つまり、交流ネットワークは依然としてある程度保たれていたといえ
る。しかし、全体的に見れば、明らかに前時期よりも交流の機会は減尐した時期と結論付
けた。 
 この交流の減尐は、広域第５期になっても止まらず、環太行山脈地区の土器様式にはか
なりの開きが生まれる。また、河北では一定の空白期間が見られる。その要因の詳細は不
明だが、黄河の河道が頻繁に変わり、さらに気候についても次第に寒冷化へと向かう時期
である。寒冷乾燥化は高緯度地帯や内陸から進んだと考えられるが、やはり河北でも以前
とは異なる生活を強いられた可能性は排除できない。これらの要因が複合的に重なり合い、
河北の遺跡分布に変化を与えたのだろう。また、各地域間における影響関係の減尐は、そ
れぞれの独自化を促進した。その中で、広域に広がった尐ない要素の一つに空三足器の斝
がある。そして、その斝を各地区が在地化する中で、内蒙古中南部に新たな形式としての
鬲が誕生したのである。さらにいえば、北方系の陶鈴も、この独自化の中で創出された新
たな文化要素の一つである。陶鈴は広域第１期から第２期段階ですでに中原系が出土して
おり、内蒙古中南部でも半坡文化や廟底溝文化の影響のもとで出土が確認されている。し
かし、当該期における各地区の独自化の波の中で、それが北方系の陶鈴へ交替したと理解
できると考えた。 
 この鬲や陶鈴などが広域第６期には、一部の空三足器の斝などとともに、内蒙古中南部
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から南へと分布を広げる。そして、これまで環太行山脈地区の各地区で異なる煮沸器を中
心とした土器様式であったものが、非常に近似した煮沸器を採用するに至る。その背景に
は、当該期以前に行われた東西間あるいは南北間における交流という「経験」があったの
ではなかろうか。各時期ごとに交流ルートが増加し、それらが当該期における空三足器の
広域伝播の素地となったのである。また、ちょうどこの時期は気候が寒冷乾燥化へと向か
う。内蒙古中南部の文化要素の南下現象と寒冷化をヒトの移住と結び付ける考えがあるこ
とは何度か述べたが、空三足器の伝播形態や陶鈴の出土状況の比較などから見れば、背景
に大きなヒトの移住はなかったと考えられる。むしろ、気候の寒冷化と考古遺物を結び付
けて考えるならば、気候の変化に従ってヒトがそれに適応しようと生活方式を変え、それ
に伴い必要となる物質も変化したと考えるべきである。そう考えることで、本論を通して
導き出したいくつかの結論と整合するのである。鬲などの空三足器の環太行山脈地区にお
ける受容は、気候の寒冷化に伴う燃料の問題などを解決するために、その熱効率が注目さ
れて採用された環境適応の一つである。裏を返せば、その熱効率の高さが、空三足器が広
域に広がる要因の一つとなった。このように、環太行山脈地区文化圏の形成の背景にある
鬲をはじめとした空三足器の広がりは、各地のヒトがそれぞれの環境に適応するために受
け入れたという側面もあったのではなかろうか。ただし、空三足器は無制限に分布を広げ
るわけではない。第４章第１節で述べたように、黄河の屈曲部や山東と河北の境界などで
分布の大きな枠組みは制限されており、その内側における交流を通して相対的に土器様式
の共通性が高い環太行山脈地区文化圏が形成されたと考えた。 
 以上のような過程を経て、新石器時代末期後葉に環太行山脈地区は成立した。本論を通
して、これまで認識されなかった新たな文化圏の存在を主張することができたと考える。
環太行山脈地区で確認できる土器動態の背景にはいくつかの形がある。広域第３期におけ
る廟底溝文化のようにセット関係をもった土器が広域に広がる形は、明らかにヒトの移動
を伴うだろう。一方、広域第４期における河北のいわゆる大司空文化の彩文が山西で見ら
れる現象は、彩文土器だけが伝播するためにその象徴性や稀覯性などが重視されたのだろ
う。これは第４章第１節で扱った鬹ｆと共通する受容のされ方である。そして鬲をはじめ
とした空三足器は機能性を主に重視された。このように、環太行山脈地区だけでも様々な
土器の伝播に関する背景が考えられる。環太行山脈地区文化圏については、その機能性が
主に重視された鬲などの空三足器が、新石器時代中期以降に次第に形成されてきた交流ル
ートを通して、地理的に制限された一定の枠組みの中で拡散した結果、形成されたのであ
る。自然地理的に見ても異なる環境にあり、さらに水系も異なる環太行山脈地区に共通す
る細別形式が共有される現象は、新石器時代末期後葉における地域間交流の活発化を示す、
非常に重要な画期であったのではないかと考えた。 
 新石器時代末期に続く初期王朝期には、夏王朝とされる二里頭文化が黄河以南の河南を
中心に成立する。一方、環太行山脈地区の河北南部では殷王朝の起源とされる先商文化、
山西南部では二里頭文化の地方文化とされる東下馮文化が成立する。これまでの研究では、
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この二里頭文化、東下馮文化、先商文化などは、個別あるいは二里頭文化を通した２文化
間の関係だけで論じられることが多かった。しかし、それはこれらの地域における新石器
時代以来の変遷を考慮せずに、各地に設定された文化を理解しようと試みたためである。
新石器時代からの流れを把握したうえでこれらの文化の相対的関係を考えると、環太行山
脈地区文化圏という概念が、二里頭文化期でも有効であるということが分かる。 
 鬲をはじめとする空三足器は、第４章第１節でも図示したように、環太行山脈地区にお
いてほぼ黄河を越えずに分布が収まる。一方、黄河以南は鼎を中心とする煮沸器を採用し
ている。環太行山脈地区文化圏の形成によって、大まかに黄河を挟んでこのような一つの
対立構造が描けるようになる。そして、二里頭文化期に至って、空三足器などの文化要素
をもつ環太行山脈地区に非空三足器文化の二里頭文化が接触する時、その影響を部分的に
受容した山西南部に東下馮文化、受容しない河北に先商文化が成立する。土器様式から見
れば、二里頭文化の影響程度の違いは一目瞭然である。ただ、この違いばかりが注目され
て両文化は全く別個のものとして相互の関係が見過ごされがちであった。しかし両文化の
根底には新石器時代からつくり上げられた環太行山脈地区文化圏という共通の基盤が存在
する。そう考えることで、３文化間の相対的な関係もより理解しやすくなる。二里頭文化
をほとんど受け入れなかった河北南部が後に夏王朝とされる二里頭文化と対立する殷文化
につながり、二里頭文化の影響を受容した山西南部はその一部に組み込まれるという構図
もスムーズに理解できるであろう。また、殷文化後期の殷墟からは北方系の青銅器なども
出土するが、これも元々殷文化が環太行山脈地区文化圏から発したものと理解することで、
北方からの文化要素の受容も理解することができる。 
 以上のように、新石器時代末期以降も環太行山脈地区文化圏という枠組みは、一定の影
響力をもつ。そして、こう考えることで二里頭文化期の地域間関係を新たな角度から捉え
なおすことができる。このような点からも環太湖山脈文化圏の重要性を証明することがで
きるとした。 
